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失 明と科学技術

木塚泰弘

失明は生活条件の一変化にすぎない。しかしながら、この変化は人間の行動に大

きな制限をもたらす。そこで、医学の進歩による予防ゃ治療の方法の改善がまず期

待される。医学的方法によって、祝党障害自体を根絶出来ない掲合は、工学的、教

育学的方法によ って、行動の制限を克服する必要がある。我々は、目的を明確に し、

現代の科学技術を駆使して、その実現を計るために、すぐれた・ンステムを見出さな

ければならない。

・視党蹄害により制限される行動は種々あるが、基本的なものと して、 (1遥通りや作

業におけるフィードパック、 (2)離れた物体の彩像的把握、 (3)文字、楽符、数式、図

表など勾群巴号勾税み取りと表現、などがある。これらの行勁(J,布1JP良を緩和させるために、「怠

党訓練jを行なったり杖やタイプライクーなどを用いたり してきた。このことば且切な処詮で

あったが、我々は今後もっとすぐれた学習プログラムや扱器店堅発台汁る必要がある。その為

合、人問汲城系として扱器を位認づけ、学習プログラムを再喘成する必要がある。

マン・マジン・•ンステムとして扱器を位置づけ、その開発を行なう場合～もっと

も問穎になるのは、入力のチャンネルである。弱視の光学補助具の場合は、光の伝

播系路に改菩を加え、全盲の人工限球の開発が可能であれば、神経のインパルスへ

のエネルギー転換の機構の改善が問題 となる。いずれに しても、これらの場合は、

光に託された情報を視覚で直接入力できる。しかし、その他の場合は、音や振勁、

または固型物に情報を託して、聴党や触党などで入力しなければならない。ところ

が、視覚にくらぺて、聴党や触党は分解能が低いので、事前に情報をある程度取捨

選択して、必要な要素を単純化 して提示する方がのぞま しい。さらにこの場合、機

器から送られる情報が、聴党や触覚などをとおして自然に行なわれている情報収集

の機構と調和を保ち、総合的な判断ができるよう配慮しなければならない。一方、

入力した情報の処理能力を高めるために、効果的な学習プログラムを開発すること

が不可欠である。

(I) 運動や作業におけるフィ ードバ ック
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機様運動やキーも妍作などぱ一見孜雄そうに見えても、触党や内部感党でフ ィ

ードパックできるので、 盲人 も容易に こなすことができる。この種の運動や作

業の喝合でも、ハンドルやつまみの形や材質に一定の意味をもたせたり、安全

性を高める補助装芭を施すことは有効である。さらに、運動や作業のフォ ーム・

リズム ・速度 ・方向などを一定iて保ったり、行勁のわく組みとして活用できる

表象や概念を形成させたりするために、ジミレージョンを用いた学習根器を開

発する必要があ る。これらによって、 百人の教育や戟業になける能力開発は格

段の進歩を とげるであるう。

遥動や作業におけるフィードパックの中でもっとも雌しいのは、 離れた祐体 ↓l 
の定位である。ことに運勁時になける前方下面の状況の把握は、視党に比べて、

いちじるしく 劣 っている。その結果、盲人の歩行迎動に大 きな制限が加わって

いる。その解決策として考案された音幣発生機や光線式の探知機は、通行人の

妨害となるので実用化されなかった。この点、レーザー光線や超音波はよいが、

聴党などへのディスプレーの関係でレーザー元線ほどの分解能は今のとこる必

要でない。迅音波を用いた探知槻はモ ノー ラルからステレオヘ、さらに必要

な情報だ：ナの選択提示へと開発は進んでいる。ついにほ自然音によるオリエン

テージョンはそのまま生かし、それを強めるようなディスプレーの方式が実現

されるであるう。とこるが問題は前方下面である。超音波を投げかけて、その

反射により情報を収集する方式では、杖との併用が安全である。

自然の反射光線を受容する方式では、コンピュー ターに処理させるか、人工

眼球と して大脳に接続するこ ととなるであるう。マン ・マツン・ 、ンステムと し

て盲導犬や介助者を考えるならば、これらはコンピューターを含んだ情報収菜

と処理の装泄である。 将来、無人運転の車で、行先を指示するだけで、運んで

もらえるようしてなるであるう。しかし車では室内に入れないから、ロボット服

を着てどこへでも自由に出入りできるようになるかもしれない。しかしながら、

盲人は 「荷物」のような気が して味気ない。ゃしまり自分の判断で一人歩きでき

る槻器の開発をのぞみたいものである。

(2) 離れた物体の影像的把握

離れた物体の位置 ・相互関係・距離 ・形・大きさ・状態などを風景の ように

影像的に把握したいものである。自然の直接音や反射音の音の場として、ある

゜
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程度「聴党的風祭」を把掘することができる。さらに、超音波や反射光線式の

歩行補助具ほ静止時の影像的把振にも有効である。 この場合、眼球の位個に固

定せず、 自由に場所を変えるのも面白い。士たディスプレーも、 聴党にこだわら

ないで、背中や腹部の皮虜に映 し出してもよい。、

このように、離れた物体をその位墜のまま投写させて、 全体的なイメージを

得るばかりでなく、その一部を、 手頃な大きさに拡大または縮小してとりだし、

;
:t
`
 

手でさわれるようにできると索時らしい。いわば触党テレビである。音声や影

像ば霞送できるのに、 実物の触党的イメージを電送 して、デ1スプレーするこ
レリーフや模互抹呈度であれば実現の可能性はあとはいまだ行なわれていない。

りそうに思われるが、 実物の形だけでばな く、 柔かさ、暖かさなどの触感をそ

のま走再現することは夢である。 どうせ夢ならば、 ジャネルの五番の香りとと

(3) 

もに、マリリンモンローが歩きだしてくるようなものを期待しておきたいもの

．である。・

文＃、楽符、数式、図表などの諸記号の読みとりと表現

これらの制限の克服のために、 浮き出 し文字、点字、 普通文字や点字のクイ

ー・←.

：＇ 

．
 

' . ~ 、、

プライクー、
： ：こ

受信発信に俊れている。

＝ニケーションに問題がある。そこで、

れている。

レーズライクーなどが考案されてきた。なかでも点字は仲間内の

しかしながら、 普通文字を使用している人々とのコミ

れも速度にやや問題はあるが、

リーディング・マジンの開発が試み ら

アメリカやソ連では、 読みとったものを 言葉として人工音声にかえた

り、文字に対応する音の信号にかえて解読さやたりしている。最近では、

クコンのように、普通l文字を触党で読みとる方式もあらわれた。

アルファペットでは実用性は高く、

クーと組み合わせれば読み呑 きは可能である。

オプ

これらはいず

クイプライ

しかしながら、 漢字カナまじり

文でばかなり困難である。学習によって渓字の触読は可能となるが、速度は落

ちる。：：さらに、表現については、学習に一層の努力を要する。

知識やサイン程度にとどめ、点字カセット・ジステムによる相互変換を考えた

これらは漢字の

ほうが速読やはや書きには有効である。

現在開発中のジステムをもとにして、将来、家庭、学校、企業の端末器と七

ンクーのコンピュークーを電話回線で結び、 どこでも即座に読み とりと表現が

できるようにしたい。ディスプレーの方式も、指先は動かさず、速度調節をす
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るだけで、点字の方が走って行くようにしたり、さらに指先以外の場所に楽符

や図表をなが したりすれば、両手で楽器を演奏したり、タイプを叩きながら読

みとることができる。

我々は、長期展望のも とに、一歩一歩可能な とこるから実現をはかり 、失明

のもたらす行動の制限を克服して行こうではないか。

（缶者は国立特殊教育総合研究所研究員）
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立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。
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